












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































はない﹁現実的なもの﹂がソ連にあると思い込む。そして西洋とは違う文化に西洋の危機 解決策を求め 。ソ連の知識人たちも、自らの文化が西洋の文化にとってかわるものであ とその優位性を喧伝する。　
しかしジッドが幻滅したごとく、このような知識人の幻想は裏切




















































































































































































ある民族が帝国主義的 なるためには、その精神が普遍性を持つ必要が 。しかし、ロシア民族 他の民族に自分の形式
を押し付け




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シオランはシュペング ー流の文化哲学を自ら 思想の基礎としているが、ツィンクは逆にそれを批判して シオランはファシズム・ナチズム・コミュニズムを評価し、独裁制をルーマニアに推奨しているが、ツィンク それら 対立し自由主義と民主主義を擁護する。シオランは断絶としての革命を称揚する に対 て、ツィンクは革命を伝統の枠に押し込み、連続性 強調 。シオランは政治や経済も重視するが、ツィンクはそれらを二次的なも
とし精神
の優位を主張 歴史における力の優位と倫理 無力を述べる一方、ツィンクは西洋の倫理的価値こ が歴史 精髄 あると言う。シオラン 帝国主義とメシアニズムを文化の力の表現とするが、ツィンクはそのような神秘的熱狂 普遍的価値はないと見る。以上挙げただけでも、それぞれの主張 根幹において とごとく対立してい 。　
このように、ツィンクとシオランでは一致するものがほとんどな





































































































ランスの連続性について語ると であ フランスの歴史は一つ統一体であって断絶がな 。革命さえもそうである。
﹁革命的爆発﹂
︵
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































よっ 、フランスを浅薄 外面的な文明とする立場を否定した。そして、フランス革命をフランス 伝統に含め で 革命は伝統の
破壊であるという論を逆手に取り、伝統主義こそ伝統の破壊であ
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